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調査結果の概要

〔１〕学校調査

１ 小学校

（１）学校数は383校（国立1校、公立381校、私立1校）で、前年度より公立が7校減

少している。

（２）学級数は3,041学級で、前年度より39学級減少している。

学級種別でみると、単式学級が2,674学級、複式学級が187学級、75条の学級が

180学級で、前年度よりそれぞれ29学級の減少、11学級の減少、1学級の増加とな

っている。また、75条の学級の全体に占める割合は5.9％で、前年度より0.1ポイ

ント上昇している。

１校当たりの学級数は7.9学級で、前年度と同数となっている。

表１　設置者別学校数（小学校） 　　　　　（単位：校）

平成８年度 408       1           406       375       31         1           

平成９年度 401       1           399       373       26         1           

平成10年度 398       1           396       371       25         1           

平成11年度 396       1           394       369       25         1           

平成12年度 395       1           393       368       25         1           

平成13年度 391       1           389       367       22         1           

平成14年度 390       1           388       366       22         1           

平成15年度 383       1           381       359       22         1           

区　　分

公　　　　立

計 本　　校 分　　校
計 国　　立 私　　立

表２　学級数（小学校） 　　（単位：学級）

 １校当た

 りの学級

 数

平成８年度 3,454      3,092     171       191       5.5        8.5        

平成９年度 3,388      3,026     171       191       5.6        8.4        

平成10年度 3,300      2,929     183       188       5.7        8.3        

平成11年度 3,223      2,858     180       185       5.7        8.1        

平成12年度 3,167      2,794     188       185       5.8        8.0        

平成13年度 3,115      2,746     187       182       5.8        8.0        

平成14年度 3,080      2,703     198       179       5.8        7.9        

平成15年度 3,041      2,674     187       180       5.9        7.9        

75条の学
級に占め
る   割合

(％)

区　　分 計 複式学級 75条の学級単式学級
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（３）児童数は69,910人（男子35,752人、女子34,158人）で、前年度より603人減少

し、昭和58年度以降毎年減少が続いている。

１学級当たりの児童数は23.0人で、前年度より0.1人増加している。

平成14年度間に30日以上欠席した児童は555人で、前年度間より32人減少した。

長期欠席率は0.79％で、前年度間より0.03ポイント低下した。理由別では多い

方から病気259人（46.7％）、不登校228人（41.1％）、その他63人（11.4％）、経

済的理由5人（0.9％）で、前年度間よりそれぞれ46人の減少、34人の増加、22人

の減少、2人の増加となった。

表３　学年別児童数、遠距離通学者数（小学校） 　　　（単位：人）
遠 距 離

通学者数

(公立のみ)

平成８年度 82,268 12,436 12,833 13,386 14,041 14,521 15,051 2,091

平成９年度 79,300 11,955 12,417 12,909 13,403 14,066 14,550 1,940

平成10年度 76,778 11,931 11,948 12,446 12,931 13,431 14,091 1,748

平成11年度 74,473 11,671 11,972 11,952 12,478 12,941 13,459 1,585

平成12年度 72,621 11,591 11,680 11,976 11,949 12,503 12,922  …… 

平成13年度 71,795 12,040 11,610 11,698 11,988 11,944 12,515  …… 

平成14年度 70,513 11,255 12,042 11,597 11,712 11,954 11,953  …… 

平成15年度 69,910 11,414 11,253 12,022 11,591 11,694 11,936  …… 

（※）平成１２年度調査より「遠距離通学者数（公立のみ）」の調査が削除された。

４学年 ５学年 ６学年

学　　年　　別　　児　　童　　数

計 １学年 ２学年 ３学年
区　　分

表４　長期欠席者数（小学校） 　（単位：人）

経済的 長　期 経済的 長　期

計 病　気 　 不登校 その他 欠席率 計 病　気 　 不登校 その他 欠席率

理　由 （※1） （％） 理　由 （※1） （％）

平成７年度間 647   411   -       103   133   0.76   300   127   -       73     100   0.35   

平成８年度間 662   382   -       130   150   0.80   326   125   -       97     104   0.40   

平成９年度間 663   366   -       197   100   0.84   310   118   -       134   58     0.39   

平成10年度間 750   470   -       208   72     0.98   343   127   -       164   52     0.45   

平成11年度間 683   412   1       211   59     0.92   … … … … … …

平成12年度間 647   361   1       225   60     0.89   … … … … … …

平成13年度間 587   305   3       194   85     0.82   … … … … … …

平成14年度間 555   259   5       228   63     0.79   … … … … … …

（※1）「不登校」は平成９年度間までは「学校ぎらい」。

（※2）平成１２年度調査より「５０日以上の欠席者（再掲）」の調査が削除された。

30日以上の欠席者 50日以上の欠席者（再掲）（※2）

区　　分
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（４）教員数（本務者）は4,970人（男子1,816人、女子3,154人）で、前年度より16

人増加している。男女別にみると、前年度より男子教員は25人減少し、女子教員

は41人増加している。また、男女別の構成比は、男子教員36.5％、女子教員63.5

％で、昭和56年度以降連続して女子教員が男子教員を上回っている。

本務教員１人当たりの児童数は14.1人で、前年度より0.1人減少している。

図１　長期欠席者数（小学校）（30日以上）
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表５　教員数（本務者）（小学校） 　　　（単位：人）

平成８年度 5,352    2,138    3,214    24        5,315    13        

平成９年度 5,293    2,082    3,211    24        5,257    12        

平成10年度 5,192    2,010    3,182    24        5,157    11        

平成11年度 5,092    1,974    3,118    24        5,059    9          

平成12年度 5,012    1,917    3,095    24        4,980    8          

平成13年度 4,949    1,859    3,090    24        4,917    8          

平成14年度 4,954    1,841    3,113    24        4,922    8          

平成15年度 4,970    1,816    3,154    24        4,938    8          

区　　分 計 男 女 国　立 公　立 私　立
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２ 中学校

（１）学校数は151校（国立1校、公立146校、私立4校）で、前年度より公立が4校減

少している。

（２）学級数は1,237学級で、前年度より47学級減少している。

学級種別でみると、単式学級が1,157学級、75条の学級が80学級で、前年度よ

りそれぞれ43学級の減少、4学級の減少となっている。また、75条の学級の全体

に占める割合は6.5％で、前年度と同率となっている。

１校当たりの学級数は8.2学級で、前年度より0.1学級減少している。

なお、複式学級は、昭和49年度から該当なしとなっている。

表６　設置者別学校数（中学校） 　　　　　　（単位：校）

平成８年度 165       1           160       4           

平成９年度 163       1           158       4           

平成10年度 163       1           158       4           

平成11年度 164       1           158       5           

平成12年度 162       1           156       5           

平成13年度 158       1           153       4           

平成14年度 155       1           150       4           

平成15年度 151       1           146       4           

私　　立区　　分 計 国　　立 公　　立

表７　学級数（中学校） 　　（単位：学級）

75条の学  １校当た

級の占め  りの学級

る割合(％)  数

平成８年度 1,495     1,423     -           72         4.8        9.1        

平成９年度 1,469     1,397     -           72         4.9        9.0        

平成10年度 1,449     1,374     -           75         5.2        8.9        

平成11年度 1,416     1,338     -           78         5.5        8.6        

平成12年度 1,379     1,301     -           78         5.7        8.5        

平成13年度 1,329     1,249     -           80         6.0        8.4        

平成14年度 1,284     1,200     -           84         6.5        8.3        

平成15年度 1,237     1,157     -           80         6.5        8.2        

計 単式学級 複式学級 75条の学級区　　分
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（３）生徒数は37,187人（男子19,164人、女子18,023人）で、前年度より1,495人減

少し、昭和63年度以降毎年減少が続いている。

１学級当たりの生徒数は30.1人で、前年度と同数である。

平成14年度間に30日以上欠席した生徒は1,299人で、前年度間より177人減少し

た。長期欠席率は3.36％で、前年度間より0.3ポイント低下した。理由別では多

い方から、不登校1,028人（79.1％）、病気207人（15.9％）、その他59人（4.5

％）、経済的理由5人（0.4％）で、前年度間よりそれぞれ85人の減少、40人の減

少、55人の減少、3人の増加となった。

表９　長期欠席者数（中学校） 　（単位：人）

経済的 長　期 経済的 長　期

計 病　気 　 不登校 その他 欠席率 計 病　気 　 不登校 その他 欠席率

理　由 （※1） （％） 理　由 （※1） （％）

平成７年度間 1,247 376   6       526   339   2.60   885   202   5       425   253   1.85   

平成８年度間 1,300 313   1       482   504   2.78   953   169   1       398   385   2.04   

平成９年度間 1,452 317   3       992   140   3.14   1,073 151   2       810   110   2.32   

平成10年度間 1,479 341   4       1,059 75     3.28   1,049 145   4       854   46     2.33   

平成11年度間 1,435 278   6       1,072 79     3.28   … … … … … …

平成12年度間 1,402 262   1       1,071 68     3.33   … … … … … …

平成13年度間 1,476 247   2       1,113 114   3.66   … … … … … …

平成14年度間 1,299 207   5       1,028 59     3.36   … … … … … …

（※1）「不登校」は平成９年度間までは「学校ぎらい」。

（※2）平成１２年度調査より「５０日以上の欠席者（再掲）」の調査が削除された。

30日以上の欠席者 50日以上の欠席者（再掲）（※2）

区　　分

表８　学年別生徒数、遠距離通学者数（中学校） （単位：人）

遠 距 離

通学者数

(公立のみ)

平成８年度 46,827    15,362    15,714    15,751    2,082       

平成９年度 46,189    15,069    15,398    15,722    2,020       

平成10年度 45,052    14,584    15,079    15,389    1,868       

平成11年度 43,726    14,069    14,600    15,057    1,766       

平成12年度 42,072    13,423    14,055    14,594    ……

平成13年度 40,312    12,859    13,405    14,048    ……

平成14年度 38,682    12,426    12,866    13,390    ……

平成15年度 37,187    11,900    12,424    12,863    ……

（※）平成１２年度調査より「遠距離通学者数（公立のみ）」の調査が削除された。

学 年 別 生 徒 数

計 １学年 ２学年 ３学年
区　　分
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（４）教員数（本務者）は2,868人（男子1,735人、女子1,133人）で、前年度より65

人減少している。男女別にみると、前年度より男子教員は34人減少し、女子教員

は31人減少している。また、男女別の構成比は、男子教員60.5％、女子教員39.5

％となっている。

本務教員１人当たりの生徒数は13.0人で、前年度より0.2人減少している。

表10　教員数（本務者）（中学校） 　　　（単位：人）

平成８年度 3,215    2,017    1,198    22        3,165    28        

平成９年度 3,217    1,970    1,247    22        3,171    24        

平成10年度 3,162    1,933    1,229    22        3,118    22        

平成11年度 3,129    1,903    1,226    22        3,083    24        

平成12年度 3,060    1,856    1,204    22        3,014    24        

平成13年度 2,981    1,808    1,173    22        2,933    26        

平成14年度 2,933    1,769    1,164    22        2,886    25        

平成15年度 2,868    1,735    1,133    21        2,822    25        

区　　分 公　立 私　立計 男 女 国　立

図２　長期欠席者数（中学校）（30日以上）
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３ 高等学校

（１）学校数は69校（公立55校、私立14校）で、前年度より公立が2校減少している。

学校数を課程別にみると、全日制62校、定時制1校、全日制・定時制併置校6校

となっている。

また、本校分校別にみると、本校68校、分校1校となっている。

なお、公立のうち市立は1校で、他はすべて県立である。

（２）学科数（本科）は111学科（普通科44、商業科14、工業科14、農業科8、看護科

8、家庭科6、総合学科4、福祉科3、水産科2、その他8）で、前年度と同数にな

っている。また、専攻科は4学科で、うち工業科1、水産科1、看護科2となってい

る。

本科のうち全学科に占める割合は、普通科が39.6％と最も高く、以下商業科

と工業科の12.6％の順となっている。

表11　学校数（高等学校） 　　　　（単位：校）

私   立

計 全日制 定時制 併置 全日制

平成８年度 77        61        54        1          6          16        

平成９年度 77        61        54        1          6          16        

平成10年度 77        61        54        1          6          16        

平成11年度 78        61        54        1          6          17        

平成12年度 78        61        54        1          6          17        

平成13年度 75        61        54        1          6          14        

平成14年度 71        57        50        1          6          14        

平成15年度 69        55        48        1          6          14        

区　　分 計
公　　　　　立

図３　学科数（本科）の構成比
（高等学校）
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（３）生徒数は 41,107人（男子20,872人うち専攻科104人、女子20,235人うち専攻科

246人）で、前年度より1,411人減少している。

学科別にみると、普通科24,041人（58.5％）、工業科5,290人（12.9％）、商業

科4,174人（10.2％）の順となっている。

（４）教員数（本務者）は3,127人（男子2,240人、女子887人）で、前年度より97人

減少している。男女別にみると、前年度より男子教員は81人減少し、女子教員は

16人減少している。また、男女別の構成比は、男子71.6％、女子28.4％となって

いる。

設置者別にみると、公立2,498人（79.9％）、私立629人（20.1％）となってい

る。

表13　教員数（本務者）（高等学校） 　　　（単位：人）

平成８年度 3,659   2,900  2,251  649    759    515    244    

平成９年度 3,567   2,862  2,201  661    705    481    224    

平成10年度 3,527   2,829  2,151  678    698    470    228    

平成11年度 3,453   2,783  2,112  671    670    448    222    

平成12年度 3,410   2,754  2,064  690    656    439    217    

平成13年度 3,358   2,711  2,003  708    647    438    209    

平成14年度 3,224   2,582  1,889  693    642    432    210    

平成15年度 3,127   2,498  1,819  679    629    421    208    

区　　分 計
計 男 女

公　　　　　立 私　　　　　立

男 女 計

表12　学科別生徒数（高等学校） 　　（単位：人）

区　　分 計 普通 農業 工業 うち 商業 水産 うち 家庭 看護 うち 福祉 総合 その他

専攻 　 専攻 専攻

平成８年度 51,306 31,304 2,209 6,845 56   6,888 360    15   1,595 1,415 250 … 201    489    

平成９年度 49,217 29,696 2,175 6,493 48   6,342 338    13   1,517 1,425 250 … 599    632    

平成10年度 47,275 28,362 2,123 6,238 64   5,679 340    14   1,416 1,342 257 … 992    783    

平成11年度 46,007 27,552 2,061 6,075 71   5,137 338    11   1,288 1,253 257 … 1,388 915    

平成12年度 45,237 27,283 2,005 5,907 73   4,752 358    7    1,185 1,140 255 … 1,652 955    

平成13年度 43,875 26,447 1,912 5,641 63   4,511 351    9    1,106 1,065 257 … 1,883 959    

平成14年度 42,518 25,443 1,931 5,421 69   4,313 321    13   1,099 1,062 256 … 1,871 1,057 

平成15年度 41,107 24,041 1,885 5,290 83   4,174 300    13   1,133 1,077 254 189    2,052 966    
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４ 盲・聾・養護学校

（１）学校数は、盲学校1校、聾学校1校、養護学校14校で、前年度と同数である。

設置者別にみると、盲学校、聾学校はいずれも県立で、養護学校は国立1校、

県立13校となっている。

（２）在学者数は、盲学校40人、聾学校54人、養護学校844人で、前年度よりそれぞ

れ3人の減少、1人の増加、39人の増加となっている。

養護学校を障害種類別にみると、知的障害413人、知的障害と肢体不自由149人、

知的障害と病弱46人、病弱37人、肢体不自由22人、肢体不自由と病弱2人、その

他175人となっている。

（３）学級数は、盲学校17学級、聾学校20学級、養護学校289学級で、前年度よりそ

れぞれ2学級の減少、3学級の減少、7学級の増加となっている。

（４）教員数（本務者）は、盲学校49人、聾学校56人、養護学校694人で、前年度よ

りそれぞれ2人の減少、4人の減少、4人の増加となっている。

（５）通学状況についてみると、盲学校では、家庭から通学している者が23人、寄宿

舎から13人、児童福祉施設から4人となっている。

聾学校では、家庭から32人、児童福祉施設から14人、寄宿舎から8人となって

いる。

養護学校では、家庭から559人、児童福祉施設から195人、国立療養所重心病棟

から35人、寄宿舎から19人、その他の医療機関から36人となっている。

表14　盲・聾・養護学校の状況 （単位：人）

区　　分

平成8年度 1       39     49     1       54     57     14     759    603    

平成9年度 1       38     46     1       46     58     14     766    634    

平成10年度 1       36     45     1       46     49     14     740    649    

平成11年度 1       42     45     1       45     52     14     753    677    

平成12年度 1       44     48     1       47     52     14     752    652    

平成13年度 1       43     44     1       53     52     14     769    652    

平成14年度 1       43     51     1       53     60     14     805    690    

平成15年度 1       40     49     1       54     56     14     844    694    

教員数 学校数 在学者数 教員数

盲　学　校 養　護　学　校聾　学　校

学校数 在学者数 教員数 学校数 在学者数
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５ 幼稚園

（１）幼稚園数は263園（国立1園、公立187園、私立75園）で、前年度より公立が3園

減少している。

私立幼稚園について設置者別構成をみると、学校法人立67園（89.3％）、個人

立5園（6.7％）、宗教法人立3園（4.0％）となっている。

（２）学級数は672学級で、前年度より5学級減少している。編制方式別にみると、５

歳児のみの学級が323学級で最も多く、次いで４歳児のみの学級183学級、３歳児

のみの学級108学級の順となっている。

（３）園児数は13,618人（男子6,941人、女子6,677人）で、前年度より509人減少し

ている。

年齢別では、５歳が7,277人（53.4％）で最も多い。

また、設置者別園児数は、私立8,478人（62.3％）、公立4,981人（36.6％）、

国立159人（1.2％）となっており、昭和62年度から連続して私立が国・公立の園

児数を上回っている。

（４）教員数（本務者、但し教育補助員は除く）は986人（男子61人、女子925人）で、

前年度より14人増加している。本務教員１人当たりの園児数は13.8人で、前年度

より0.7人減少している。

（５）就園率は66.4％で、前年度と同率である。全国平均は59.3％となっており、前

年度より0.6ポイント低下している。

表15　幼稚園の状況 （単位：園、学級、人）

平成8年度 278  1    204  73  710  15,724 2,307 4,916 8,501  9,100  
平成9年度 276  1    202  73  697  15,345 2,217 4,787 8,341  8,724  
平成10年度 277  1    203  73  689  14,978 2,301 4,609 8,068  8,517  
平成11年度 276  1    202  73  686  14,740 2,120 4,717 7,903  8,348  
平成12年度 275  1    200  74  681  14,640 2,272 4,304 8,064  8,010  
平成13年度 273  1    197  75  687  14,225 2,263 4,507 7,455  8,139  
平成14年度 266  1    190  75  687  14,127 2,213 4,407 7,507  7,471  
平成15年度 263  1    187  75  672  13,618 2,209 4,132 7,277  7,578  
(学級数は０人の学級を含む）

５歳

前 年 度
終了者

数

園　　　数 園　　児　　数

計 ３歳 ４歳
学級数区　　分

国立 公立 私立計

図５  　就園率の推移
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６ 専修学校・各種学校

（１）学校数は、専修学校が40校、各種学校が25校で、前年度といずれも同数である。

設置者別にみると、専修学校が国立1校、公立1校、私立38校で、各種学校が公

立2校、私立23校となっている。

（２）生徒数は、専修学校は5,440人（国立258人、公立145人、私立5,037人）で、前

年度より516人増加し、各種学校は2,649人（公立444人、私立2,205人）で、前年

度より28人増加している。男女別にみると、専修学校は男子2,191人、女子3,249

人、各種学校は男子1,382人、女子1,267人となっている。

専修学校を学科別にみると、医療関係2,632人（48.4％）、工業関係869人

(16.0％）の順となっている。各種学校を課程別にみると、その他（全員自動車操

縦）1,876人（70.8％）、商業実務関係249人（9.4％）の順となっている。

（３）教員数（本務者）は、専修学校が359人（男子148人、女子211人）で、前年度

より34人増加し、各種学校は206人（男子189人、女子17人）で、前年度より20人

減少している。

〔２〕不就学学齢児童生徒調査

（１）平成15年４月１日に学齢（６歳～14歳）に達している者のうち、平成15年５月

１日現在で就学していない者の数は9人（男子5人、女子4人）で、前年度より1人

減少している。就学していない者のうち、就学免除者は2人（女子2人）、就学

猶予者は7人(男子5人、女子2人）となっている。

就学免除者、就学猶予者をそれぞれ理由別にみると、就学免除者は病弱・虚弱

2人、就学猶予者は児童自立支援施設又は少年院にいるため6人、盲1人となって

いる。

（２）学齢児童生徒死亡者数（平成14年度間）は5人で、前年度間（平成13年度間）

より1人減少した。

表16　学科別生徒数（専修学校） 　　　（単位：人）

工　　業 農　　業 医　　療 衛　　生 教育社会 商業実務 服飾家政 文化教養

関　　係 関　　係 関　　係 関　　係 福祉関係 関　  　係 関　  　係 関　  　係

１4年度 4,924     841       -          2,611     470       371       160       285       186       

１5年度 5,440     869       -          2,632     492       344       179       285       639       

区　　分 合　　計

表17　課程別生徒数（各種学校） 　　　　（単位：人）

工　　業 農　　業 医　　療 衛　　生 教育社会 商業実務 家　　政 文化教養

関　　係 関　　係 関　　係 関　　係 福祉関係 関  　　係 関　　係 関　　  係

１4年度 2,621     50         -          94         14         -          250       110       234       1,869     

１5年度 2,649     67         -          95         17         -          249       101       244       1,876     

その他区　　分 合　　計
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〔３〕卒業後の状況調査

１ 中学校

（１）卒業者数は13,414人（男子6,943人、女子6,471人）で、前年より637人減少し

ている。進路別の内訳をみると、高等学校等進学者13,108人（97.72％）、専修

学校（高等課程）進学者39人（0.29％）、専修学校（一般課程）等入学者27人

（0.20％）、公共職業能力開発施設等入学者6人（0.04％）、就職者91人（0.68％）、

その他143人（1.07％）となっている。

（２）高等学校等進学者数は13,108人（男子6,792人、女子6,316人）で、前年より

622人減少している。進路区分別にみると、高等学校本科12,896人（うち全日制

男子6,547人、女子6,193人、定時制男子60人、女子31人、通信制男子22人、女子

43人）、高等専門学校160人（男子133人、女子27人）、盲・聾・養護学校高等部

本科52人（男子30人、女子22人）となっている。

また、高等学校本科の全日制及び定時制へ入学志願をした者は12,908人（男子

6,652人、女子6,256人）となっている。

高等学校等進学率は97.7％（男子97.8％、女子97.6％）で、前年と同率である。

なお、高等学校等進学率の全国平均は97.3％（男子96.8％、女子97.7％）で、

大分県は九州第3位、全国第15位の進学率となっている。

また、通信制を除く高等学校等進学率は97.2％で、前年より0.2ポイント上昇

している。

（３）就職者総数は99人（男子72人、女子27人）で、前年より26人減少している。

なお、進学者及び入学者のうち就職している者は8人となっている。就職率は0.7

％で、前年より0.2ポイント低下している。なお、就職率の全国平均は0.8％で、

前年より0.1ポイント低下している。

就職者総数のうち県内に就職した者は83人で、前年より31人減少しており、

県内就職率は83.8％で、前年より7.4ポイント低下している。

表18　進路別卒業者数（中学校） （単位：人、％）

計 高等学校 専修学校 専修学校 公共職業能 就職者 その他 A,B,C,Dの 高等学校 就職率 県  内

T=A+B+ 等進学者 (高等課程) (一般課程) 力開発施設 うち就職者等進学率  (E+G) 就職率

　 C+D+ 進 学 者 等入学者     等入学者(※) （再掲）     A/T     /T

　 E+F A B C D E F G   ×100  ×100

平成８年３月 16,457 16,105  52        34        8           170    88     32       97.9      1.2     82.7   

平成９年３月 15,751 15,401  63        31        5           154    97     25       97.8      1.1     81.6   

平成10年３月 15,725 15,350  67        35        7           116    150    34       97.6      1.0     84.7   

平成11年３月 15,398 15,013  55        46        4           122    158    34       97.5      1.0     82.1   

平成12年３月 15,066 14,737  69        16        6           111    127    33       97.8      1.0     93.7   

平成13年３月 14,583 14,235  61        16        8           128    135    32       97.6      1.1     90.0   

平成14年３月 14,051 13,730  58        14        6           114    129    11       97.7      0.9     91.2   

平成15年３月 13,414 13,108  39        27        6           91     143    8         97.7      0.7     83.8   

（※）「公共職業能力開発施設等入学者」は平成10年３月までは「公共職業訓練施設等入学者」。

区　　分
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（４）就職先を産業別にみると、第３次産業が52人（52.5％）で最も多く、次いで第

２次産業が40人（40.4％）、第１次産業3人(3.0％）、その他4人（4.0％）の順と

なっている。

これは前年より第３次産業は5人の減少、第２次産業は12人の減少、第１次産

業は7人の減少となっている。

図６　進学率・就職率の推移（中学校）
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表19　産業別就職者数（中学校）(単位：人）

区　　分 計 男 女

計 99         72         27         

第1次産業 3           3           -           

第2次産業 40         38         2           

第3次産業 52         27         25         

そ　の　他 4           4           -           

図７　産業別就職者の構成比
（中学校）（男子）
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２ 高等学校

（１）卒業者数は13,814人（男子7,011人、女子6,803人）で、前年より391人減少し

ている。進路別内訳をみると、大学等進学者5,688人（41.2％）、専修学校（専

門課程）進学者2,757人（20.0％）、専修学校（一般課程）等入学者909人（6.6

％）、公共職業能力開発施設等入学者85人（0.6％）、就職者3,440人（24.9％）、

その他935人（6.8％）となっている。

（２）大学等進学者数は5,688人（男子2,665人、女子3,023人）で、前年より312人減

少している。進路区分別にみると、大学学部4,300人（男子2,497人、女子1,803

人）、短期大学本科1,280人（男子127人、女子1,153人）、大学・短期大学の通信

教育部5人（男子3人、女子2人）、大学・短期大学の別科3人（男子2人、女子1人）、

高等学校の専攻科98人（男子35人、女子63人）となっている。

また、大学学部へ入学志願をした者は5,054人（男子2,964人、女子2,090人）、

短期大学本科へ入学志願した者は1,337人（男子135人、女子1,202人）となって

いる。

大学等進学率は41.2％（男子38.0％、女子44.4％）で、前年より1.0ポイント

低下している。

なお、大学等進学率の全国平均は44.6％（男子42.7％、女子46.6％）で、大分

県は九州第２位、全国第29位の進学率となっている。

図９　進路別卒業者の構成比（高等学校）
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表20　進路別卒業者数（高等学校） （単位：人、％）

計 大学等 専修学校専修学校 公共職業能 就職者 その他 A,B,C,Dのう 大学等 就職率 県  内

区　分 T=A+B+ 進学者 (専門課程) (一般課程) 力開発施設 ち就職者 進学率  (E+G) 就職率

　 C+D+ 進 学 者 等入学者 等入学者(※) （再掲）   A/T     /T

　 E+F A B C D E F G  ×100  ×100

平成８年３月 17,324 6,691  2,568    1,537    82        5,650  796    224       38.6   33.9     73.4   

平成９年３月 16,977 6,803  2,684    1,315    67        5,402  706    179       40.1   32.9     71.6   

平成10年３月 16,568 6,568  2,864    1,126    59        5,178  773    202       39.6   32.5     68.3   

平成11年３月 15,448 6,497  2,703    812       60        4,465  911    140       42.1   29.8     70.6   

平成12年３月 14,686 6,132  2,859    750       91        3,897  957    138       41.8   27.5     72.5   

平成13年３月 14,643 6,244  2,727    748       59        3,971  894    95         42.6   27.8     74.0   

平成14年３月 14,205 6,000  2,708    826       88        3,586  997    89         42.2   25.9     74.6   

平成15年３月 13,814 5,688  2,757    909       85        3,440  935    81         41.2   25.5     77.8   

（※）「公共職業能力開発施設等入学者」は平成10年３月までは「公共職業訓練施設等入学者」。
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（３）就職者総数は3,521人（男子2,047人、女子1,474人）で、前年より154人減少し

ている。進学者及び入学者のうち就職している者は81人となっている。

就職率は25.5％（男子29.2％、女子21.7％）で、前年より0.4ポイント低下し

ている。なお、就職率の全国平均は16.6％（男子18.5％、女子14.7％）で、前年

より0.5ポイント低下している。

就職率を学科別にみると、農業科、水産科は60％台、工業科、商業は50％台、

家庭科は40％台、総合学科は30％台となっている。

就職者総数のうち県内に就職した者は2,739人で、前年より1人減少している。

県内就職率は77.8％で、前年より3.2ポイント上昇している。

表21　学科別進路別卒業者数（高等学校） （単位：人、％）

計 大学等 専修学校 専修学校 公共職業能 就職者 その他 A,B,C,Dの 大学等 就職率

T=A+B+ 進学者 (専門課程) (一般課程) 力開発施設 うち就職者 進学率  (E+G)

　 C+D+ 進 学 者 等入学者 等入学者 （再掲）   A/T     /T

　 E+F A B C D E F G  ×100  ×100

計 13,814 5,688  2,757     909       85        3,440  935    81      41.2   25.5   

普 通 科 8,577  4,729  1,589     844       35        835    545    38      55.1   10.2   

農 業 科 596     42      89         1          21        377    66      2        7.0     63.6   

工 業 科 1,725  236    351       19         18        1,024  77      4        13.7   59.6   

商 業 科 1,328  208    344       18         3         656    99      15      15.7   50.5   

水 産 科 93      12      8          -          -         59      14      -        12.9   63.4   

家 庭 科 301     60      47         -          1         150    43      -        19.9   49.8   

看 護 科 247     81      99         -          -         52      15      17      32.8   27.9   

総合学科 632     128    205       12         7         236    44      3        20.3   37.8   

そ の 他 315     192    25         15         -         51      32      2        61.0   16.8   

区　分

図10　進学率・就職率の推移
（高等学校）
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（４）就職者総数を職業別にみると、生産工程・労務作業者が1,317人（37.4％）で最も

多くなっている。

表22　大学（学部）・短期大学（本科）への入学志願状況（高等学校）

　大学（学部）・短期大学（本科） 　大学（学部）・短期大学（本科） 大学（学部）・

　への入学志願者数（現役） 　への進学者数 短期大学（本科）

Ａ Ｂ 進学達成率(％)

大学（学部） 短期大学（本科） 大学（学部） 短期大学（本科） Ｂ/Ａ×100

８年３月 7,806     5,519     2,287     6,561     4,361     2,200     84.1         

９年３月 7,862     5,671     2,191     6,666     4,596     2,070     84.8         

10年３月 7,510     5,439     2,071     6,449     4,453     1,996     85.9         

11年３月 7,310     5,452     1,858     6,394     4,622     1,772     87.5         

12年３月 7,023     5,411     1,612     6,025     4,512     1,513     85.8         

13年3月 7,053     5,464     1,589     6,122     4,622     1,500     86.8         

14年3月 6,674     5,305     1,369     5,877     4,546     1,331     88.1         

15年3月 6,391     5,054     1,337     5,580     4,300     1,280     87.3         

区　　分

表23　地元就職率の比較（高等学校） 　　（単位：％）

全   国 82.3 千   葉 75.6 三   重 84.7 徳   島 76.3 

北海道 94.0 東   京 92.0 滋   賀 85.5 香   川 90.8 

青   森 66.7 神奈川 78.6 京   都 83.2 愛   媛 82.9 

岩   手 69.8 新   潟 88.7 大   阪 94.2 高   知 74.2 

宮   城 89.1 富   山 92.1 兵   庫 83.9 福   岡 84.6 

秋   田 70.5 石   川 92.3 奈   良 74.8 佐   賀 65.4 

山   形 80.2 福   井 89.8 和歌山 70.6 長   崎 61.5 

福   島 79.8 山   梨 90.7 鳥   取 84.8 熊   本 72.7 

茨   城 87.5 長   野 90.3 島   根 70.0 大   分 77.8 

栃   木 86.6 岐   阜 80.0 岡   山 83.3 宮   崎 63.5 

群   馬 90.4 静   岡 92.8 広   島 92.0 鹿児島 62.9 

埼   玉 70.0 愛   知 97.5 山   口 80.2 沖   縄 70.0 

表24　職業別就職状況（高等学校）   （単位：人）

区　　　　　　　分 計 男 女

計 3,521  2,047  1,474  

専 門 的 ・ 技 術 的 職 業 従 事 者 350    155    195    

事 務 従 事 者 358    62      296    

販 売 従 事 者 409    172    237    

サ ー ビ ス 職 業 従 事 者 705    265    440    

保 安 職 業 従 事 者 177    154    23      

農 林 業 作 業 者 17      16      1       

漁 業 作 業 者 16      16      -       

運 輸 ・ 通 信 従 事 者 34      25      9       

生 産 工 程 ・ 労 務 作 業 者 1,317  1,095  222    

そ の 他 138    87      51      



- 17 -

（５）就職者総数を産業別にみると、製造業989人（28.1％）、 サービス業617人

（17.5％）、卸売・小売業504人（14.3％）の順となっている。

県内就職者2,739人（男子1,495人、女子1,244人）を産業別にみると、製造業

が715人（26.1％）と最も多く、以下サービス業506人（18.5％)、卸売・小売業

426人（15.6％）の順となっている。

県外就職者782人（男子552人、女子230人）を就職先都道府県別にみると、第

１位が福岡県で228人（29.2％）、次いで東京都と大阪府が同数で各99人(12.7％）、

愛知県98人(12.5％）の順となっている。

表25　産業別就職状況（高等学校）       （単位：人）

計 男 女 計 男 女

計 3,521  2,047  1,474  2,739  1,495  1,244  

農 業 19      16      3        19      16      3        

林 業 6        5        1        6        5        1        

漁 業 16      15      1        15      14      1        

鉱 業 1        1        -        -        -        -        

建 設 業 302     284     18      241     223     18      

製 造 業 989     726     263     715     484     231     

電気・ ガス・熱供給・水道業 17      14      3        15      12      3        

情 報 通 信 業 18      6        12      13      4        9        

運 輸 業 117     63      54      60      30      30      

卸 売 ・ 小 売 業 504     213     291     426     171     255     

金 融 ・ 保 険 業 34      6        28      33      6        27      

不 動 産 業 14      12      2        13      11      2        

飲 食 店 、 宿 泊 業 221     95      126     184     70      114     

医 療 、 福 祉 309     45      264     257     45      212     

教 育 、 学 習 支 援 業 4        1        3        4        1        3        

複 合 サ ー ビ ス 事 業 23      11      12      21      10      11      

サ ー ビ ス 業 617     314     303     506     237     269     

公 務 219     177     42      148     121     27      

そ の 他 91      43      48      63      35      28      

区　　分
就職者総数 うち県内就職者
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